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平成18年度　東北学院大学地区後援会案内（８・９月開催分）
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拝
啓
、
堀
江
和
子
先
生
。
先

生
が
榴
ケ
岡
高
校
を
退
職
な
さ

れ
て
か
ら
早
、
三
ヶ
月
半
が
た

と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
学
校

は
、
三
百
十
一
名
の
新
一
年
生

を
加
え
、
久
能
校
長
、
湯
本
副

校
長
の
新
体
制
の
も
と
、
チ
ー

ム
榴
と
し
て
、
新
た
な
歴
史
を

刻
も
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
間
私
は
、
先
生
か
ら
い
た
だ

い
た
数
々
の
言
葉
を
心
に
留
め

な
が
ら
、
何
度
も
先
生
へ
の
手

紙
を
心
の
中
で
し
た
た
め
て
お

り
ま
す
。

　

堀
江
先
生
は
、
ご
主
人
の
転

勤
を
機
に
筑
波
大
学
付
属
中
・

高
校
を
退
職
し
、
本
校
に
非
常

勤
と
し
て
一
年
、
専
任
と
し
て

十
年
間
勤
め
ら
れ
た
大
ベ
テ
ラ

ン
の
女
性
教
師
で
す
。
先
生
が

本
校
に
来
ら
れ
た
平
成
七
年
は
、

榴
ケ
岡
高
校
が
共
学
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
年
で
あ
り
、

私
が
初
め
て
担
任
を
持
っ
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
、

女
子
の
一
回
生
を
守
ら
ね
ば
と
、

一
人
で
力
が
入
り
ま
く
っ
て
い

た
私
に
、
教
師
は
一
人
だ
け
で

頑
張
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
ま
で
は
分
か
ら
な

せ
に
来
て
く
れ
ま
し
た
よ
。
中

に
は
子
供
を
連
れ
て
来
た
人
も

い
ま
し
た
。
短
時
間
で
は
あ
っ

た
け
ど
、「
あ
の
時
は
私
に
余
裕

が
な
く
て
悪
か
っ
た
ね
」
と
、

長
い
間
心
の
中
に
あ
っ
た
こ
と

が
言
え
ま
し
た
。「
離
乳
食
は

ゆ
っ
く
り
は
じ
め
て
い
い
ん
だ

よ
」
な
ん
て
、
子
育
て
の
こ
と

ま
で
話
し
ま
し
た
。
彼
女
ら
を

卒
業
さ
せ
た
時
、
い
つ
の
日
か

そ
ん
な
日
が
来
れ
ば
良
い
な
ぁ

…
。
と
、
漠
然
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
現
実
に
起
こ
り
、
そ
の

日
は
、
と
て
も
興
奮
し
て
眠
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

堀
江
先
生
に
は
、
長
男
出
産

を
前
に
、
別
居
結
婚
に
限
界
を

感
じ
、
仕
事
を
辞
め
る
こ
と
を

相
談
し
た
こ
と
や
、
育
休
後
、

出
産
前
と
は
同
じ
よ
う
に
仕
事

が
で
き
な
い
こ
と
を
相
談
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

女
子
生
徒
に
と
っ
て
、
子
供
を

持
っ
て
か
ら
も
仕
事
を
し
て
い

る
女
性
教
師
の
存
在
も
、
大
切

だ
と
思
う
。
あ
な
た
し
か
で
き

な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
は
…
。

そ
う
先
生
に
励
ま
さ
れ
た
こ
と

が
、
今
で
も
心
の
支
え
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

榴ケ岡高等学校教諭　若松　文子

か
っ
た
女
性
教
師
と
し
て
の
歩

み
方
を
、
さ
り
げ
な
く
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
も
、
先
生
で
し

た
。

　

堀
江
先
生
、
先
日
、
女
子
一

回
生
の
数
名
が
結
婚
式
で
久
し

ぶ
り
に
集
ま
っ
た
と
、
顔
を
見

拝啓、堀江先生。

　

子
供
の
頃
、
兄
と
街
を
歩
く
と
き
は
何
時

も
白
い
眼
に
曝
さ
れ
ま
し
た
。
兄
は
重
度
の

精
神
薄
弱
児
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は

白
い
眼
で
見
る
人
々
を
憎
み
ま
し
た
。
兄
を

愛
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
兄
は
美
し
い
存
在

で
し
た
。
兄
と
風
船
で
遊
ん
だ
り
、
紙
を
ち

ぎ
っ
て
遊
ん
だ
り
し
た
こ
と
は
今
も
大
切
な

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。
時
々
、
兄
が
わ

ざ
と
、
こ
ん
な
振
り
を
し
て
わ
た
し
を
見
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
罪
意

識
の
萌
芽
で
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で
、
わ

た
し
は
人
を
憎
む
気
持
ち
を
抱
き
な
が
ら
育

ち
ま
し
た
。

　

兄
は
、
わ
た
し
が
二
十
代
の
時
に
亡
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
兄
の
故
に
人
を
憎

む
気
持
ち
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
は
、
わ
た
し
は
追
い
詰
め
ら
れ
て
行

き
ま
し
た
。
兄
が
亡
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
人
に
対
す
る
激
し
い
気
持
ち
か
ら
は
解

放
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
神

を
求
め
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
を
知
っ
た
時
、

わ
た
し
が
憎
ん
で
い
た
の
は
わ
た
し
自
身
で

あ
っ
た
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

聖
書
に
は
、「
わ
た
し
の
兄
弟
で
あ
る
こ
の

最
も
小
さ
い
者
の
一
人
に
し
た
の
は
、
わ
た

し
に
し
て
く
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。」（
日

本
聖
書
協
会
『
新
共
同
訳 
新
約
聖
書
』
マ
タ

イ
に
よ
る
福
音
書　

章　

節
）
と
あ
り
ま
す
。

２５

４０

兄
は
わ
た
し
の
前
に
現
れ
た
キ
リ
ス
ト
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

幼
稚
園
長
と
し
て
の
務
め
は
、
時
々
、
わ

た
し
の
こ
こ
ろ
に
嵐
を
起
こ
し
ま
す
。
財
政

の
問
題
や
安
全
の
問
題
な
ど
現
実
的
な
問
題

に
直
面
す
る
か
ら
で
す
。
不
安
や
焦
り
で
、

こ
こ
ろ
が
ふ
さ
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
時
間

に
追
わ
れ
、
学
生
が
論
文
発
表
の
練
習
を
し

て
い
る
横
で
、
幼
稚
園
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
今
日
も
、
幼
稚
園
の
事
務
室
を
後
に
し
、

急
い
で
研
究
室
に
戻
ろ
う
と
門
を
抜
け
よ
う

と
し
た
時
、
背
後
か
ら
園
児
の
声
が
届
き
ま

し
た
。「
園
長
先
生
、
足
、
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」。

数
ヶ
月
前
に
骨
折
し
た
足
を
気
遣
っ
て
く
れ

た
の
で
す
。
涙
が
出
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
も
小
さ
な
キ
リ
ス
ト
が
い
た
の
で
す
。

園
児
の
眼
差
し
は
キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し
で
し

た
。
今
日
は
、
こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に
祈
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

神
様
、
こ
ど
も
た
ち
が
、
白
い
眼
に
曝
さ

れ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

白
い
眼
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
慈
愛
に
満

ち
た
眼
差
し
に
包
ま
れ
て
成
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ア
ー
メ
ン
。

〈
長
島　

慎
二
〉

キ
リ
ス
ト
の
眼
差
し

　

堀
江
先
生
。
現
在
私
は
、
一

年
生
の
担
任
と
な
り
、
教
師
歴

十
五
年
に
な
り
な
が
ら
も
、
相

変
わ
ら
ず
不
器
用
で
、
日
々
、

悩
み
な
が
ら
の
毎
日
で
す
。
以

前
は
先
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
き
に
、
よ
く
調
理
準
備
室

に
駆
け
込
ん
で
い
た
な
ぁ
…
と
、

思
い
出
す
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
は
、
私
の
心
に

ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
堀
江
先
生

メ
モ
を
開
き
、
力
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
も
子
育
て
も
、
今
年
は

ど
う
や
ら
試
練
の
年
の
よ
う
で

す
。
堀
江
先
生
と
出
会
え
た
十

一
年
間
に
感
謝
し
、
子
育
て
に

理
解
あ
る
榴
ケ
岡
教
職
員
の

方
々
に
感
謝
し
、
保
育
所
、
保

育
マ
マ
さ
ん
、
家
族
…
、
私
を

支
え
て
く
れ
る
た
く
さ
ん
の

人
々
に
感
謝
し
な
が
ら
、
乗
り

越
え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

堀
江
先
生
、
こ
の
三
ヶ
月
半
、

こ
の
よ
う
な
思
い
で
毎
日
過
ご

し
て
き
ま
し
た
。
私
の
心
に
い

つ
も
先
生
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。

　

追
伸
、
女
子
生
徒
の
ミ
ニ
ス

カ
ー
ト
指
導
は
、
相
変
わ
ら
ず
、

手
ご
わ
い
で
す
。

中
学
・
高
校
、
榴
ケ
岡
高
校

　

東
北
学
院
中
学
・
高
等
学
校
と

榴
ケ
岡
高
等
学
校
の
平
成
十
九
年

度
入
試
説
明
会
が
、
学
校
関
係
者

お
よ
び
受
験
希
望
者
・
保
護
者
を

対
象
と
し
て
次
の
と
お
り
開
催
さ

れ
る
。

◆
中
学
校

〇
小
学
校
教
員
対
象

　

日
時　

９
月　

日
（
木
）　

時

２１

１５

　

場
所　

本
校
会
議
室

〇
児
童
・
保
護
者
対
象

（
第
一
回
）

　

日
時　
　

月　

日
（
土
）　

時

１０

１４

１０

　

場
所　

本
校
礼
拝
堂

（
第
二
回
）

　

日
時　
　

月　

日
（
金
）　

時

１０

２７

１６

　

場
所　

本
校
礼
拝
堂

◆
高
等
学
校

〇
中
学
校
教
員
対
象

　

日
時　

９
月　

日
（
金
）　

時

２２

１５

　

場
所　

本
校
会
議
室

〇
生
徒
・
保
護
者
対
象

　

日
時　
　

月　

日
（
土
）　

時

１０

２８

１０

　

場
所　

本
校
礼
拝
堂

【
地
方
説
明
会
】
中
学
・
高
等
学 

校
共
通
。
時
間
は
い
ず
れ
も　

時
。

１３

・
石
巻
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１０

２１

　

石
巻
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

・
古
川
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１０

２１

　

古
川
商
工
会
議
所

・
鹿
島
台
地
区　

月　

日
（
土
）

１０

２１

　

鎌
田
記
念
ホ
ー
ル

・
白
石
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１０

２８

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
白
石

・
迫
地
区　
　
　

月　

日
（
土
）

１０

２８

　

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
佐
沼

・
相
馬
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１０

２８

　

相
馬
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル

・
盛
岡
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１１

１８

　

マ
リ
オ
ス

・
一
関
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１１

１８

　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
一
関

・
山
形
地
区　
　

月　

日
（
土
）

１１

２５

　

山
交
ビ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

中
学
・
高
等
学
校
事
務
室

　
（
�
０
２
２
―
７
８
６
―
１
２
３
１
）

◆
榴
ケ
岡
高
等
学
校

〇
生
徒
・
保
護
者
対
象

　

日
時　
　

月　

日
（
土
）　

時

１０

２８

１０

　

場
所　

本
校
礼
拝
堂

〇
中
学
校
教
員
対
象

・
古
川
地
区　
　

月
２
日
（
月
）

１０

　
　

時　

芙
蓉
閣

１４
・
仙
台
地
区　
　

月
３
日
（
火
）

１０

入
試
説
明
会
日
程
を
公
開

仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

六
月
十
日
よ
り
三
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
第
五
十
五
回

仙
台
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
に

お
い
て
、
学
院
中
学
が
各
種
競
技

で
好
成
績
を
収
め
た
。

　

東
北
学
院
中
学
校
は
、
団
体
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
軟

式
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
柔
道
、
剣
道
が
優
勝
。
体

操
が
準
優
勝
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
三

位
と
活
躍
し
た
。
個
人
で
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ダ
ブ
ル
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ダ
ブ
ル
ス
、
柔
道
で
優
勝
。
陸
上
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔
道
が
三
位
入
賞

と
好
成
績
を
収
め
た
。

　

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
。

〇
団
体

・
優
勝：

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
軟
式
野
球
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
柔

道
、
剣
道

・
２
位：

体
操

・
３
位：

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

〇
個
人

・
陸
上：

男
子
２
・
３
年
１
５
０

０
ｍ
�
高
橋
龍
史

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン：

ダ
ブ
ル
ス
�

佐
藤
功
基
・
伊
藤
僚
祐

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス：

ダ
ブ
ル
ス
�

草
野
啓
介
・
大
松
澤
雄
人
、
�

尾
形
宏
樹
・
佐
々
木
恒
登
、
�

高
橋
慶
次
・
鎌
田
俊
朗
、
�
千

木
良
元
気
・
鈴
木
威
範

・
柔
道：

個
人　

�
級
�
古
内
孝

９０

明
、
�
鈴
木
優
紀
、
�
加
藤
謙

太
、　

�
級
�
庄
子
康
太
、　

７３

６６

�
級
�
鹿
島
七
洋
、　

�
級
�

４８

鈴
木
龍
平
、　

�
級
�
遊
佐
亮
介

８１

　

元
工
学
部
事
務
室
職
員
佐
藤
愛

三
郎
殿
に
は
、
六
月
二
十
五
日
逝

去
さ
れ
た
。
八
十
三
歳
。

　

佐
藤
氏
は
、
昭
和
四
十
八
年
に

東
北
学
院
大
学
守
衛
と
し
て
採
用
。

同
六
十
三
年
工
学
部
事
務
室
に
配

置
換
え
。
平
成
元
年
三
月
に
定
年

退
職
。

遺
族　

仙
台
市
宮
城
野
区
高
砂
一

―
一
六
九
―
二

　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺　

弘
様

日
本
研
究
夏
季
講
座

　

東
北
学
院
大
学
二
〇
〇
六
年

度
日
本
研
究
夏
季
講
座
が
、
米
国

の
協
定
校
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆

マ
ー
シ
ャ
ル
大
学
と
ア
ー
サ
イ

ナ
ス
大
学
か
ら
学
生
を
迎
え
（
写

真
）、五
月
二
十
二
日
か
ら
六
月
九

日
ま
で
土
樋
・
泉
の
両
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
、
引
率
者
を

含
め
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
＆
マ
ー

シ
ャ
ル
大
学
五
人
、
ア
ー
サ
イ
ナ

ス
大
学
十
一
人
の
計
十
六
人
。
留

学
生
た
ち
は
本
学
講
師
陣

に
よ
る
日
本
語
学
習
な
ど

の
講
義
を
受
講
。
期
間
中

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
日

本
の
家
族
（
本
年
は
二
十

二
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
協
力
）
と
過
ご
し
、
華

道
、
茶
道
、
書
道
や
座
禅

な
ど
を
体
験
。
松
島
な
ど

歴
史
的
建
造
物
な
ど
の
見

学
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝

統
文
化
や
歴
史
を
学
ん
だ
。

　

修
了
式
は
、
六
月
九
日
、

ホ
テ
ル
仙
台
プ
ラ
ザ
（
仙

台
市
青
葉
区
）
に
お
い
て

催
さ
れ
、
留
学
生
た
ち
は
、
大
塚

浩
司
副
学
長
か
ら
修
了
証
を
手

渡
さ
れ
、
お
世
話
に
な
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
精
一
杯
の
感

謝
を
込
め
紹
介
、
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
来
賓
紹

介
で
は
四
名
の
講
師
陣
が
「
和
」

を
語
り
、
人
を
思
い
や
る
心
が
伝

え
ら
れ
る
傍
ら
、「
禅
」
を
表
す

難
易
な
単
語
が
連
発
さ
れ
る
と

爆
笑
を
誘
い
、
通
訳
す
る
秋
葉
勉

国
際
交
流
部
長
を
困
ら
せ
る
も

の
の
、
流
暢
な
通
訳
で
逃
げ
切
り

喝
采
を
浴
び
た
。
寸
劇
「
電
話
」

で
は
、
覚
え
立
て
の
日
本
語
と
身

振
り
手
振
り
で
の
会
話
が
笑
い

を
誘
い
、
最
後
に
留
学
生
に
よ
る

日
本
の
歌
が
披
露
さ
れ
、
歌
の
大

合
唱
で
会
場
は
一
つ
と
な
っ
た
。

会
場
の
い
た
る
所
で
写
真
を
撮

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
お
世
話
に

な
っ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

本
学
関
係
者
と
の
思
い
出
を
語

り
、
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

会　　　場日　　　時開催地区

函館ハーバービューホテル

京 王 プ ラ ザ ホ テ ル 札 幌

�月�日（金）　午前��時

�月�日（土）　午前��時

函 館

札 幌
北海道

秋 北 ホ テ ル

シ テ ィ 弘 前 ホ テ ル

青 森 国 際 ホ テ ル

八 戸 グ ラ ン ド ホ テ ル

�月��日（木）　午前��時

�月�日（金）　午前��時

�月�日（土）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

大 館

弘 前

青 森

八 戸

青 森

浄 土 ヶ 浜 パ ー ク ホ テ ル

釜 石 ベ イ シ テ ィ ホ テ ル

大 船 渡 プ ラ ザ ホ テ ル

ホテルメトロポリタン盛岡

ホ テ ル シ テ ィ プ ラ ザ 北 上

ホ テ ル サ ン ル ー ト 一 関

�月��日（木）　午前��時

�月�日（金）　午前��時

�月�日（土）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

�月��日（木）　午前��時

�月��日（金）　午前��時

宮 古

釜 石

大 船 渡

盛 岡

北 上

一 関

岩 手

サ ン マ リ ン 気 仙 沼 観 洋�月��日（土）　午前��時気 仙 沼宮 城

横 手 セ ン ト ラ ル ホ テ ル�月��日（木）　午前��時横 手秋 田

ニ ュ ー グ ラ ン ド ホ テ ル

東 京 第 一 ホ テ ル 米 沢

東 京 第 一 ホ テ ル 鶴 岡

ル・ポットフー（酒田東急プラザビル）

�月�日（金）　午前��時

�月�日（土）　午前��時

�月��日（金）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

新 庄

米 沢

鶴 岡

酒 田

山 形

会津若松ワシントンホテル

郡山ビューホテルアネックス

い わ き ワ シ ン ト ン ホ テ ル

ふ た ば や

�月��日（金）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

�月��日（木）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

会津若松

郡 山

い わ き

相 馬

福 島

新 潟 ワ シ ン ト ン ホ テ ル�月��日（土）　午前��時新 潟新 潟

水 戸 京 成 ホ テ ル�月��日（金）　午前��時水 戸茨 城

東 京 ガ ー デ ン パ レ ス

チ サ ン ホ テ ル 宇 都 宮

�月��日（金）　午前��時

�月��日（土）　午前��時

東 京

宇 都 宮
関 東

平成１９年度元
工
学
部
事
務
室
職
員

佐
藤
愛
三
郎
氏
逝
去

本
紙
発
送
に
関
す
る
お
願
い

　

本
紙
「
東
北
学
院
時
報
」
を
お
送
り
し

て
い
る
同
窓
生
・
在
学
生
の
父
母
の
皆
様

で
、
同
一
家
庭
に
二
通
以
上
届
い
て
い
る

場
合
は
、
氏
名
・
住
所
・
帯
封
の
記
号
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
同
窓
生
に
関
す
る
連
絡
先

〒
９
８
０
―
８
５
１
１

　

東
北
学
院
庶
務
部
校
友
課

�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４
６
８

／
F
A
X
０
２
２
―
２
１
４
―
０
４
０
４

E-m
ail:dousou@

staff.tohoku-
gakuin.ac.jp

■
在
学
生
等
に
関
す
る
連
絡
先

〒
９
８
０
―
８
５
１
１

　

東
北
学
院
庶
務
部
広
報
課

�
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４
２
３

／
F
A
X
０
２
２
―
２
６
４
―
６
４
７
８

E-m
ail:koho@tohoku-gakuin.ac.jp

　
　

時　

分

１４

３０

　

仙
台
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

・
仙
南
地
区　
　

月
４
日
（
水
）

１０

　
　

時　

竹
駒
神
社

１５
・
石
巻
地
区　
　

月
６
日
（
金
）

１０

　
　

時
１５

　

石
巻
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル

問
い
合
わ
せ
先

　

榴
ケ
岡
高
等
学
校
事
務
室

　
（
�
０
２
２
―
３
７
２
―
６
６
１
１
）
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